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三木浦マリンパーク（２） 
今号は前号に引き続き、三木浦マリンパーク海開きの紹介です。
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種苗放流学習会
　稚魚の種苗放流の前に少しだけ時間をとり、水産業改良普及員から今回放流するマダイ、ヒラメ及びカサゴについて、種苗放流の必要なことや小さな魚を捕らないことなどを説明したところ、暑い中熱心に勉強してもらいました。
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大きくなったらまたあおう！
　児童らが持ち寄ったバケツに種苗を入れ、波打ち際に全員が一斉に並び「大きくなったらまたあおう！」のかけ声とともに、一斉に放流を行いました。なかなか沖の方へ泳いでいかない魚もあり、心配している児童もいましたが、なんとかすべて放流できたようです。今回の放流では、マダイ、ヒラメ、カサゴ合わせて2,500尾を放流しました。
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泳いでいくマダイ
　今回放流した魚の中では、ヒラメが最も成長の早い魚です。海底が砂地の場所を選び、今年の冬頃には概ね20㎝までに成長します。次いで成長の早いマダイは、海中を遊泳しながらエビなどを食べ、１年後には概ね23㎝まで成長します。カサゴは比較的成長の遅い魚で、岩場などの隙間などに潜んで生息しており、３年後には概ね20㎝まで成長します。
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もちまき
　イベントの一つにもちまきがありました。もちまきは祝い事の際に行われる催しです。今回のもちまきには、イベントに参加されたほとんどの方が参加したようで、漁村はまだまだ元気という一面が現れた瞬間でした。
　今年は、暑い日が続くようです。みなさんも是非「三木浦マリンパーク」へおいで下さい。
